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(57)【要約】
【課題】低コストに複数の洗浄装置の洗浄履歴を一括し
て管理する。
【解決手段】内視鏡１１に内視鏡タグ１６を設ける。洗
浄装置１３ａ～１３ｃにそれぞれ装置タグ２０を設ける
。洗浄槽１８内に水検知センサ２２を設ける。３つのタ
グリーダ１２ａ～１２ｃを異なる位置に配置する。管理
サーバ１０は、各タグ１６，２０から発信される電波を
各タグリーダ１２ａ～１２ｃで受信した結果に基づき、
内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置を検出
することで、内視鏡１１が投入された洗浄装置を特定す
る。管理サーバ１０は、水位検知センサ２２から装置タ
グ２０を介して発信される水位検知信号に基づき、先に
特定した洗浄装置の洗浄履歴を取得して管理する。各洗
浄装置にそれぞれタグリーダを設ける必要がなくなるの
で、低コストに複数の洗浄装置の洗浄履歴を一括して管
理することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用済みの内視鏡にリプロセス処理を施す複数のリプロセス装置の処理履歴を管理する
履歴管理システムにおいて、
　前記内視鏡に設けられたアクティブ型の第１ＲＦＩＤタグから、前記内視鏡のＩＤ情報
を読み取る少なくとも３つのタグリーダと、
　前記タグリーダによる前記内視鏡のＩＤ情報の読取結果に基づいて、前記内視鏡の位置
を検出する位置検出手段と、
　前記位置検出手段の位置検出結果に基づいて、前記内視鏡が投入された前記リプロセス
装置を特定するリプロセス装置特定手段と、
　前記リプロセス装置特定手段により特定された前記リプロセス装置の前記処理履歴を取
得する履歴取得手段とを備えることを特徴とする内視鏡リプロセス装置の履歴管理システ
ム。
【請求項２】
　前記位置検出手段は、前記第１ＲＦＩＤタグからの電波の強度または到達時間の測定結
果に基づいて、前記内視鏡の位置を検出することを特徴とする請求項１記載の内視鏡リプ
ロセス装置の履歴管理システム。
【請求項３】
　前記タグリーダは、前記各リプロセス装置にそれぞれ設けられたアクティブ型の第２Ｒ
ＦＩＤタグから、前記リプロセス装置のＩＤ情報を読み取り、
　前記位置検出手段は、前記タグリーダによる前記リプロセス装置のＩＤ情報の読取結果
に基づいて、前記各リプロセス装置の位置を検出し、
　前記リプロセス装置特定手段は、前記内視鏡及び前記各リプロセス装置の位置検出結果
に基づき、前記内視鏡が投入された前記リプロセス装置を特定することを特徴とする請求
項１または２記載の内視鏡リプロセス装置の履歴管理システム。
【請求項４】
　前記位置検出手段は、前記第２ＲＦＩＤタグからの電波の強度または到達時間の測定結
果に基づいて、前記リプロセス装置の位置を検出することを特徴とする請求項３記載の内
視鏡リプロセス装置の履歴管理システム。
【請求項５】
　前記各リプロセス装置の位置を予め記憶したリプロセス装置位置記憶手段を備え、
　前記リプロセス装置特定手段は、前記位置検出手段の位置検出結果及び前記リプロセス
装置位置記憶手段に記憶された前記各リプロセス装置の位置に基づき、前記内視鏡が投入
された前記リプロセス装置を特定することを特徴とする請求項１または２記載の内視鏡リ
プロセス装置の履歴管理システム。
【請求項６】
　前記各リプロセス装置は、前記内視鏡が投入され、前記リプロセス処理用の液体が給排
液される処理槽を有しており、
　前記履歴取得手段は、前記処理槽内の前記液体の給排液状態を検知する給排液検知手段
の検知結果に基づいて、少なくとも前記リプロセス処理の開始時刻を、前記処理履歴とし
て取得することを特徴とする請求項１ないし５いずれか１項記載の内視鏡リプロセス装置
の履歴管理システム。
【請求項７】
　前記履歴取得手段は、前記給排液検知手段の検知結果に基づき、前記リプロセス装置特
定手段による特定がなされた後、前記処理槽内に前記液体が最初に給液された時間を、前
記開始時刻として取得することを特徴とする請求項６記載の内視鏡リプロセス装置の履歴
管理システム。
【請求項８】
　前記履歴取得手段は、前記給排液検知手段の検知結果に基づき、前記リプロセス処理の
終了時刻も前記処理履歴として取得することを特徴とする請求項６または７記載の内視鏡
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リプロセス装置の履歴管理システム。
【請求項９】
　前記給排液検知手段による検知結果は、前記各リプロセス装置にそれぞれ設けられ、前
記リプロセス装置のＩＤ情報が記憶されたアクティブ型の第２ＲＦＩＤタグに出力される
とともに、
　前記履歴取得手段は、前記タグリーダを通じて前記第２ＲＦＩＤタグから前記給排液検
知手段による検知結果を取得することを特徴とする請求項６ないし８いずれか１項記載の
内視鏡リプロセス装置の履歴管理システム。
【請求項１０】
　前記給排液検知手段は、前記第１ＲＦＩＤタグ、または前記各リプロセス装置にそれぞ
れ設けられ、前記リプロセス装置のＩＤ情報が記憶されたアクティブ型の第２ＲＦＩＤタ
グと前記タグリーダとの通信状態を監視し、前記第１ＲＦＩＤタグ、または前記第２ＲＦ
ＩＤタグが前記液体に浸漬されたときに前記タグリーダとの通信が不能になることを利用
して、前記液体の給排液状態を検知することを特徴とする請求項６ないし８いずれか１項
記載の内視鏡リプロセス装置の履歴管理システム。
【請求項１１】
　前記各リプロセス装置は、複数の異なるリプロセス処理プログラムを選択可能であり、
　前記履歴取得手段は、前記リプロセス装置において実行された前記リプロセス処理プロ
グラムを判定するプログラム判定手段を有し、前記プログラム判定手段により判定された
前記リプロセス処理プログラムの情報を、前記処理履歴として取得することを特徴とする
請求項１ないし１０いずれか１項記載の内視鏡リプロセス装置の履歴管理システム。
【請求項１２】
　複数種の液体を用いる複数の異なる工程の実行順序、及び実行時間からなる前記リプロ
セス処理プログラムの内容を予め記憶したプログラム内容記憶手段を備え、
　前記各リプロセス装置は、前記内視鏡が投入され、前記リプロセス処理用の液体が給排
液される処理槽を有しており、
　前記プログラム特定手段は、前記液体の給排液状態を検知する給排液検知手段の検知結
果及び前記プログラム内容記憶手段に記憶された前記実行順序、及び前記実行時間に基づ
き、前記リプロセス処理プログラムを判定することを特徴とする請求項１１記載の内視鏡
リプロセス装置の履歴管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡にリプロセス処理を施すリプロセス装置の処理履歴を管理する内視鏡
リプロセス装置の履歴管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療機関では、内視鏡を利用した医療診断が盛んに行われている。医療診断で使用され
た内視鏡は、病気の感染を防ぐために内視鏡用のリプロセス装置、例えば洗浄装置によっ
て洗浄処理が施される。
【０００３】
　洗浄装置を用いて洗浄処理を行った際には、どの内視鏡が、いつ、どの洗浄装置で洗浄
処理されたのかという洗浄処理の履歴を把握するために、洗浄処理の履歴情報の記録・管
理を行っている。例えば特許文献１記載の洗浄履歴管理システムでは、内視鏡、オペレー
タ、洗浄装置にそれぞれパッシブ型のＲＦＩＤタグ（パッシブタグ）を設けて、洗浄装置
に設置したタグリーダによって、内視鏡ＩＤ、洗浄装置ＩＤを取得して、洗浄履歴を管理
している。
【特許文献１】特開２００１－３２７４５９号公報（特許第３８５４０３５号公報）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ところで、パッシブタグは、タグリーダからの給電を受けて動作するため、通信距離が
短いので、複数の洗浄装置の洗浄履歴を収集する場合には、各洗浄装置の近くにそれぞれ
タグリーダを設ける必要があった。そのため、装置の台数分のタグリーダが要り、そのう
え、洗浄装置の増設に合わせてタグリーダも増設する必要があるので、システムが高コス
ト化するという問題があった。
【０００５】
　本発明は上記問題を解決するためになされたものであり、低コストで複数のリプロセス
装置の処理履歴を一括して管理することができる内視鏡リプロセス装置の履歴管理システ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記問題を解決するため、本発明は、使用済みの内視鏡にリプロセス処理を施す複数の
リプロセス装置の処理履歴を管理する履歴管理システムにおいて、前記内視鏡に設けられ
たアクティブ型の第１ＲＦＩＤタグから、前記内視鏡のＩＤ情報を読み取る少なくとも３
つのタグリーダと、前記タグリーダによる前記内視鏡のＩＤ情報の読取結果に基づいて、
前記内視鏡の位置を検出する位置検出手段と、前記位置検出手段の位置検出結果に基づい
て、前記内視鏡が投入された前記リプロセス装置を特定するリプロセス装置特定手段と、
前記リプロセス装置特定手段により特定された前記リプロセス装置の前記処理履歴を取得
する履歴取得手段とを備えることを特徴とする。なお、リプロセス処理とは、使用済みの
内視鏡を再使用可能な状態にするための処理であり、洗浄処理、消毒処理、滅菌処理の少
なくともいずれか一つを含む。
【０００７】
　前記位置検出手段は、前記第１ＲＦＩＤタグからの電波の強度または到達時間の測定結
果に基づいて、前記内視鏡の位置を検出することが好ましい。
【０００８】
　前記タグリーダは、前記各リプロセス装置にそれぞれ設けられたアクティブ型の第２Ｒ
ＦＩＤタグから、前記リプロセス装置のＩＤ情報を読み取り、前記位置検出手段は、前記
タグリーダによる前記リプロセス装置のＩＤ情報の読取結果に基づいて、前記各リプロセ
ス装置の位置を検出し、前記リプロセス装置特定手段は、前記内視鏡及び前記各リプロセ
ス装置の位置検出結果に基づき、前記内視鏡が投入された前記リプロセス装置を特定する
ことが好ましい。さらに、前記位置検出手段は、前記第２ＲＦＩＤタグからの電波の強度
または到達時間の測定結果に基づいて、前記リプロセス装置の位置を検出することが好ま
しい。
【０００９】
　前記各リプロセス装置の位置を予め記憶したリプロセス装置位置記憶手段を備え、前記
リプロセス装置特定手段は、前記位置検出手段の位置検出結果及び前記リプロセス装置位
置記憶手段に記憶された前記各リプロセス装置の位置に基づき、前記内視鏡が投入された
前記リプロセス装置を特定することが好ましい。これにより、各リプロセス装置にアクテ
ィブ型のＲＦＩＤタグを設けることなく、内視鏡が投入されたリプロセス装置を特定する
ことができるので、システムをより安価に構成することができる。
【００１０】
　前記各リプロセス装置は、前記内視鏡が投入され、前記リプロセス処理用の液体が給排
液される処理槽を有しており、前記履歴取得手段は、前記処理槽内の前記液体の給排液状
態を検知する給排液検知手段の検知結果に基づいて、少なくとも前記リプロセス処理の開
始時刻を、前記処理履歴として取得することが好ましい。
【００１１】
　前記履歴取得手段は、前記給排液検知手段の検知結果に基づき、前記リプロセス装置特
定手段による特定がなされた後、前記処理槽内に前記液体が最初に給液された時間を、前
記開始時刻として取得することが好ましい。



(5) JP 2009-165706 A 2009.7.30

10

20

30

40

50

【００１２】
　前記履歴取得手段は、前記給排液検知手段の検知結果に基づき、前記リプロセス処理の
終了時刻も前記処理履歴として取得することが好ましい。
【００１３】
　前記給排液検知手段による検知結果は、前記各リプロセス装置にそれぞれ設けられ、前
記リプロセス装置のＩＤ情報が記憶されたアクティブ型の第２ＲＦＩＤタグに出力される
とともに、前記履歴取得手段は、前記タグリーダを通じて前記第２ＲＦＩＤタグから前記
給排液検知手段による検知結果を取得することが好ましい。
【００１４】
　前記給排液検知手段は、前記第１ＲＦＩＤタグ、または前記各リプロセス装置にそれぞ
れ設けられ、前記リプロセス装置のＩＤ情報が記憶されたアクティブ型の第２ＲＦＩＤタ
グと前記タグリーダとの通信状態を監視し、前記第１ＲＦＩＤタグ、または前記第２ＲＦ
ＩＤタグが前記液体に浸漬されたときに前記タグリーダとの通信が不能になることを利用
して、前記液体の給排液状態を検知することが好ましい。第１ＲＦＩＤタグや第２ＲＦＩ
Ｄタグを給排液状態の検知にも利用するので、システムをより安価に構成することができ
る。
【００１５】
　前記各リプロセス装置は、複数の異なるリプロセス処理プログラムを選択可能であり、
　前記履歴取得手段は、前記リプロセス装置において実行された前記リプロセス処理プロ
グラムを特定するプログラム特定手段を有し、前記プログラム特定手段により特定された
前記リプロセス処理プログラムの情報を、前記処理履歴として取得することが好ましい。
【００１６】
　複数種の液体を用いる複数の異なる工程の実行順序、及び実行時間からなる前記リプロ
セス処理プログラムの内容を予め記憶したプログラム内容記憶手段を備え、前記各リプロ
セス装置は、前記内視鏡が投入され、前記リプロセス処理用の液体が給排液される処理槽
を有しており、前記プログラム特定手段は、前記液体の給排液状態を検知する給排液検知
手段の検知結果及び前記プログラム内容記憶手段に記憶された前記実行順序、及び前記実
行時間に基づき、前記リプロセス処理プログラムを特定することが好ましい。これにより
、簡単な構成でより詳細な履歴を取得することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の履歴管理システムは、内視鏡の第１ＲＦＩＤタグからＩＤ情報を読み取る少な
くとも３つのタグリーダの読取結果に基づいて内視鏡の位置を検出し、この位置検出結果
に基づいて内視鏡が投入されたと特定されたリプロセス装置の処理履歴を取得して管理す
るようにしたので、従来のように各リプロセス装置にそれぞれタグリーダを設ける必要が
無くなる。その結果、低コストで複数のリプロセス装置の処理履歴を一括して管理するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１及び図２に示す洗浄システム（リプロセス装置の履歴管理システム）９は、大別し
て、管理サーバ１０と、内視鏡１１と通信を行うタグリーダ１２ａ～１２ｃと、内視鏡１
１を洗浄する洗浄装置（リプロセス装置）１３ａ～１３ｃとから構成されている。なお、
本実施形態では洗浄装置が３台の例で説明しているが、２台以上であれば何台でもよい。
【００１９】
　洗浄システム９（管理サーバ１０）は、各タグリーダ１２ａ～１２ｃを通じて各洗浄装
置１３ａ～１３ｃの中から、内視鏡１１が投入された洗浄装置を特定し、特定した洗浄装
置の洗浄履歴を取得して、各洗浄装置１３ａ～１３ｃの洗浄履歴を管理する。洗浄履歴は
、例えば洗浄処理の日付、開始時刻及び終了時刻、洗浄処理が施された内視鏡１１の内視
鏡ＩＤ、洗浄処理を行った洗浄装置の装置ＩＤからなる。
【００２０】



(6) JP 2009-165706 A 2009.7.30

10

20

30

40

50

　タグリーダ１２ａ～１２ｃは、例えば洗浄室に設置され、それぞれが室内の各洗浄装置
１３ａ～１３ｃと通信可能な範囲内に配置される。タグリーダ１２ａ～１２ｃは、それぞ
れ管理サーバ１０にＬＡＮ接続されている。タグリーダ１２ａ～１２ｃは、一定周期でＩ
Ｄの送信要求（以下、ＩＤリクエストという）を発信し、内視鏡１１及び各洗浄装置１３
ａ～１３ｃから発信される内視鏡ＩＤ，装置ＩＤを受信する。
【００２１】
　内視鏡１１には、内視鏡タグ１６が設けられている。内視鏡タグ１６は、アクティブ型
のＲＦＩＤタグ（アクティブタグ）である。アクティブタグは、パッシブタグとは異なり
、図示しない電池から供給される電力で動作するため、内視鏡タグ１６は各タグリーダ１
２ａ～１２ｃと約数十ｍの距離（パッシブタグは数十ｃｍ程度）で通信が可能である。こ
の内視鏡タグ１６には、アンテナ１６ａと、内視鏡ＩＤを記憶したメモリ１６ｂとが設け
られている。内視鏡タグ１６は、内視鏡ＩＤを重畳した電波をアンテナ１６ａから発信す
る。
【００２２】
　洗浄装置１３ａ～１３ｃは、装置本体１７の上部に設けられた洗浄槽１８、電源スイッ
チやスタートスイッチなどが設けられた操作パネル１９、及び装置タグ（第２ＲＦＩＤタ
グ）２０とから構成されており、これら各部はＣＰＵ２１により統括的に制御される。な
お、図１中に記載のＮｏ００１～Ｎｏ００３は、各洗浄装置１３ａ～１３ｃの装置ＩＤで
ある。また、図２では、図面の煩雑化を避けるため、内視鏡１１を洗浄装置１３ａ～１３
ｃと分けて図示している。
【００２３】
　検査で使用された内視鏡は、洗浄槽１８にセットされて洗浄処理が施される。洗浄処理
は、大別して洗浄、消毒、すすぎの各工程に分かれている。各工程ではそれぞれ洗浄液、
消毒液、水といった洗浄処理液１８ａ（図１２参照）が洗浄槽１８に給液される。これら
の洗浄処理液１８ａは、洗浄槽１８内に給液されるだけでなく、図示しない給液ポートを
介して内視鏡１１のチャンネル内にも供給される。
【００２４】
　また、洗浄槽１８には、水位検知センサ（給排液検知手段）２２が設けられている。こ
の水位検知センサ２２は、洗浄槽１８内の水位が洗浄処理を実行可能な水位Ｌ（図１２参
照）に達したか否かを検知する。そして、水位検知センサ２２は、水位Ｌに達していない
ときはＯＦＦしており、水位Ｌに達したことを検知したときにＯＮし、水位検知信号を装
置タグ２０に出力する。
【００２５】
　装置タグ２０は、内視鏡タグ１６と同様にアクティブタグであり、アンテナ２０ａと、
装置ＩＤを記憶したメモリ２０ｂとを有し、各タグリーダ１２ａ～１２ｃからのＩＤリク
エストに応じて、装置ＩＤを重畳した電波をアンテナ２０ａから発信する。また、装置タ
グ２０は、ＣＰＵ２１を介して水位検知センサ２２と接続されており、水位検知センサ２
２より水位検知信号が入力されている場合には、装置ＩＤと共に水位検知信号を重畳した
電波をアンテナ２０ａから発信する。
【００２６】
　各タグリーダ１２ａ～１２ｃには、アンテナ２４と、電波受信状態検出回路（以下、単
に検出回路という）２５とが設けられている。検出回路２５は、アンテナ２４で受信され
た各タグ１６，２０からの電波の強度を検出する。検出回路２５は、検出結果を管理サー
バ１０に出力する。電波強度は、例えば、アンテナ２４で受信した電波信号を検波し、こ
の検波信号を整流し、さらにこの整流信号を積分して得られた直流電圧より求めることが
できる。なお、電波強度の検出方法は、これに限定されるものではなく、周知の各種方法
を用いることができる。
【００２７】
　電波強度の検出を行う際に、内視鏡タグ１６及び装置タグ２０からそれぞれ発信される
電波を区別する方法としては、例えば、アンチコリジョン機能を備えるタグリーダ１２ａ
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～１２ｃ、各タグ１６，２０を用いる方法がある。また、例えば、各タグ１６，２０のそ
れぞれから発信される電波の周波数を異ならせておき、周波数別に電波強度の検出を行う
ようにしてもよい。
【００２８】
　管理サーバ１０には、コンソール２７と、ＣＰＵ２８と、ストレージ２９とが設けられ
ている。コンソール２７は、入力機器やモニタなどから構成されている。入力機器は、例
えば、マウスやキーボードなどといった周知の入力デバイスである。
【００２９】
　ＣＰＵ２８は、ＲＯＭ（図示せず）などから読み出した各種プログラムを逐次実行する
ことで、管理サーバ１０の各部を統括的に制御する。このＣＰＵ２８は、上述のプログラ
ムを実行することにより、リーダ制御部３０、位置検出部（位置検出手段）３１、洗浄装
置特定部（リプロセス装置特定手段）３２、履歴取得部（履歴取得手段）３３、履歴管理
部３４として機能する。
【００３０】
　リーダ制御部３０は、各タグリーダ１２ａ～１２ｃによる各種情報の送受信を制御する
。位置検出部３１は、内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置を検出する。位置
検出は、各タグリーダ１２ａ～１２ｃの検出回路２５で検出された各タグ１６，２０から
の電波の強度の検出結果に基づき行われる。各タグリーダ１２ａ～１２ｃは、ＩＤリクエ
ストを発信することで、通信範囲内にある全てのタグ１６，２０のＩＤを取得するため、
このＩＤ取得時に各タグ１６，２０からの電波の強度が、検出回路２５で検出されて管理
サーバ１０の位置検出部３１に入力される。
【００３１】
　位置検出部３１は、各タグ１６，２０からの電波強度の検出結果に基づき、個々のタグ
リーダ１２ａ～１２ｃと、内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃのそれぞれとの距離
を演算する。これら各間の距離は、例えば、各間の距離と電波強度との関係を予め求めて
おくことで、電波強度の検出結果より求められる。そして、位置検出部３１は、求めた各
間の距離と、既知の各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの位置に基づき、例えば３点測量や位
置補正を行って内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置を検出する。なお、３点
測量等で位置を検出する方法は、周知であるので説明は省略する。
【００３２】
　タグリーダ１２ａ～１２ｃからは一定周期でＩＤリクエストが発信されるため、位置検
出部３１による内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置検出も一定周期毎に行わ
れる。これらの位置検出結果は、洗浄装置特定部３２に検出の度に逐次出力される。なお
、各洗浄装置１３ａ～１３ｃは、内視鏡１１と異なり、所定の位置に設置・固定されてい
るため移動することはない。従って、位置検出部３１は、各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位
置検出結果をストレージ２９等に記憶しておき、これ以降に検出回路２５から入力された
各洗浄装置１３ａ～１３ｃからの電波強度の検出結果は破棄する。これにより、位置検出
部３１（ＣＰＵ２８）による位置検出処理に掛かる負荷を減らすことができる。
【００３３】
　洗浄装置特定部３２は、内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置検出結果に基
づいて、内視鏡１１が投入された洗浄装置を特定する。内視鏡１１が各洗浄装置１３ａ～
１３ｂのいずれにも投入されていない場合には、内視鏡１１の位置と各洗浄装置１３ａ～
１３ｃの位置とが異なるため、内視鏡１１が洗浄装置に投入されていないと判定すること
ができる。
【００３４】
　内視鏡１１が各洗浄装置１３ａ～１３ｃのいずれかに投入された場合には、内視鏡１１
の位置と、この内視鏡１１が投入された洗浄装置の位置とがほぼ一致する。具体的には、
洗浄装置（装置タグ２０）からその半径Ｘｃｍ以内に内視鏡１１が検出される。なお、半
径Ｘｃｍは、隣接する洗浄装置と干渉しない大きさに設定されている。これにより、内視
鏡１１が投入された洗浄装置を特定することができる。この特定結果は、履歴取得部３３
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に出力される。
【００３５】
　履歴取得部３３は、洗浄装置特定部３２により特定された洗浄装置の洗浄履歴（洗浄処
理が行われた日付、洗浄処理の開始時刻及び終了時刻、内視鏡ＩＤ、装置ＩＤ）を取得す
る。日付については、ＣＰＵ２１の時計回路（図示せず）等から取得するなど、適宜の方
法で取得することができる。また、内視鏡ＩＤ及び装置ＩＤについては、リーダ制御部３
０を制御することで、各タグリーダ１２ａ～１２ｃで受信されるＩＤの中から、特定され
た取得元（内視鏡、洗浄装置）以外からのＩＤを破棄させることで、特定された取得元の
みのＩＤを取得して履歴管理部３３に出力することができる。
【００３６】
　洗浄処理の開始時刻及び終了時刻については、洗浄装置から発信される水位検知信号に
基づいて取得される。例えば、内視鏡１１が洗浄装置１３ａに投入され、洗浄装置１３ａ
で洗浄処理が開始されると、洗浄処理の最初の工程で使用される洗浄処理液１８ａが洗浄
槽１８内に給液される。洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達すると、水位検知センサ２２よ
り最初の水位検知信号が装置タグ２０に出力される。この水位検知信号は、上述したよう
に、装置タグ２０から各タグリーダ１２ａ～１２ｃに電波で発信され、各タグリーダ１２
ａ～１２ｃからＬＡＮ経由で管理サーバ１０に入力される。
【００３７】
　管理サーバ１０に最初の水位検知信号が入力されると、履歴取得部３３は、洗浄装置１
３ａにおいて洗浄処理が開始されたと判断する。そして、履歴取得部３３は、洗浄装置１
３ａから最初に水位検知信号を受信した時間、つまり、洗浄槽１８の水位が水位Ｌに最初
に達した時間を洗浄処理の開始時刻として取得する。
【００３８】
　次に洗浄処理の終了時刻の取得方法について説明する。洗浄処理の各工程が順に実行さ
れると、洗浄処理液１８ａの給排液が繰り返し行われる。そして、１回の洗浄処理が終了
すると、別の内視鏡１１がセットされて、次の洗浄処理が開始されるまで洗浄処理液１８
ａの給液は行われない。このため、洗浄処理が終了すると、管理サーバ１０に水位検知信
号が入力されなくなる。
【００３９】
　履歴取得部３３は、洗浄装置１３ａにおいて洗浄処理が開始されたら、タイマ３６を作
動させる。タイマ３６は、洗浄装置１３ａから管理サーバ１０への水位検知信号の入力停
止時間を測定する。このタイマ３６による測定時間は、洗浄装置１３ａから水位検知信号
が入力されたときは０にリセットされる。そして、履歴取得部３３は、タイマ３６による
測定時間が予め定められた一定時間を超えた時に、洗浄装置１３ａによる洗浄処理が終了
したと判断して、洗浄処理の終了時刻を取得する。この一定時間は、洗浄処理の各工程の
間で行われる給排水工程（図６参照）よりも長く設定されている。また、終了時刻は、洗
浄処理が終了したと判断した時間から上述の一定時間を引いた時間である。なお、洗浄処
理の各工程に洗浄処理液１８ａを用いない乾燥工程が含まれている場合には、例えば温度
センサ等を用いて乾燥工程が実行されているか否かを判別して、乾燥工程が実行されてい
る間はタイマ３６による測定を停止させるようにしてもよい。このように水位検知センサ
２２で洗浄槽１８内の洗浄処理１８ａの給排液状態を検知することで、洗浄処理の開始及
び終了時刻を取得することができる。
【００４０】
　前述の日付、両ＩＤ、開始時刻に加えて終了時刻が取得されることで、洗浄履歴の全て
の情報が取得される。なお、洗浄装置１３ｂ，１３ｃで洗浄処理が行われた場合も、同様
に洗浄履歴の情報が取得される。このようにして履歴取得部３３で取得された各洗浄装置
１３ａ～１３ｃの洗浄履歴情報は、その取得順に履歴管理部３４に順次出力される。
【００４１】
　履歴管理部３４は、各洗浄装置１３ａ～１３ｃの洗浄履歴を一括して管理する。この履
歴管理部３４は、履歴取得部３３から入力された洗浄履歴情報をストレージ２９の洗浄履
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歴テーブル３７に記録する。図３に示すように、洗浄履歴テーブル３７には、洗浄履歴情
報を表す洗浄履歴レコード３７ａが記録される。洗浄履歴レコード３７ａは、履歴取得部
３３から履歴管理部３４に出力された装置ＩＤに対応付けて作成されている。洗浄履歴レ
コード３７ａには、日付、開始及び終了時刻、内視鏡ＩＤを記録するフィールドが設けら
れている。各フィールドには、履歴取得部３３から出力された日付、開始及び終了時刻、
内視鏡ＩＤが順次記録される。
【００４２】
　次に、図４を用いて洗浄システム９の作用について説明を行う。リーダ制御部３０は、
各タグリーダ１２ａ～１２ｃからＩＤリクエストを一定周期で常時発信させる。そして、
各タグリーダ１２ａ～１２ｃの通信可能範囲内にある内視鏡１１及び各洗浄装置のタグ１
６，２０は、各タグリーダ１２ａ～１２ｃからのＩＤリクエストに応じて、それぞれ内視
鏡ＩＤ、装置ＩＤを重畳した電波を発信する。
【００４３】
　各タグ１６，２０から発信された電波が各タグリーダ１２ａ～１２ｃで受信されると、
各タグリーダ１２ａ～１２ｃの検出回路２５によって、内視鏡１１及び洗浄装置１３ａ～
１３ｃのタグ１６，２０からの電波の強度がそれぞれ検出される。これら各検出回路２５
による電波強度の検出結果は、管理サーバ１０の位置検出部３１に出力される。
【００４４】
　位置検出部３１は、各検出回路２５から入力される電波強度の検出結果に基づき、個々
のタグリーダ１２ａ～１２ｃと、内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃのそれぞれと
の距離を演算した後、３点測量等を行って内視鏡１１及び各洗浄装置１２ａ～１２ｃの位
置を検出する。これらの位置検出結果は、洗浄装置特定部３２に出力される。なお、各洗
浄装置１３ａ～１３ｃの位置検出結果がストレージ２９等に既に記録されている時には、
位置検出部３１は、各洗浄装置１３ａ～１３ｃからの電波強度の検出結果は破棄して、各
洗浄装置１２ａ～１２ｃの位置検出処理は行わない。この場合には、洗浄装置特定部３２
は、ストレージ２９等に記録されている各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置検出結果を読み
出す。
【００４５】
　洗浄装置特定部３２は、内視鏡１１の位置と各洗浄装置１３ａ～１３ｃの位置とが異な
る場合には、内視鏡１１が各洗浄装置１３ａ～１３ｂのいずれにも投入されていないと判
定する。そして、オペレータが、内視鏡１１を例えば洗浄装置１３ａに投入すると、内視
鏡１１の位置と洗浄装置１３ａの位置とがほぼ一致する。これにより、洗浄装置特定部３
２は、内視鏡１１の洗浄装置への投入を検知するとともに、内視鏡１１が投入された洗浄
装置が洗浄装置１３ａであると特定する。この特定結果は、履歴取得部３３に出力される
。
【００４６】
　履歴取得部３３は、リーダ制御部３０を制御することで、各タグリーダ１２ａ～１２ｃ
で受信されるＩＤの中から、特定された取得元（内視鏡１１、洗浄装置１３ａ）以外から
のＩＤを破棄させることで、特定された取得元のみのＩＤを履歴管理部３４に出力する。
また、履歴取得部３３は、洗浄処理の日付を取得して履歴管理部３４に出力する。次いで
、履歴取得部３３は、洗浄装置１３ａの装置タグ２０から水位検知信号が発信されるまで
待機する。
【００４７】
　オペレータは、内視鏡１１を洗浄装置１３ａに投入したら洗浄処理のスタート操作を行
う。これにより、洗浄処理の最初の工程で使用される洗浄処理液１８ａが洗浄槽１８内に
給液される。そして、洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達すると、各タグリーダ１２ａ～１
２ｃからのＩＤリクエストに応じて、洗浄装置１３ａの装置タグ２０から発信される電波
に水位検知信号が重畳される。この水位検知信号は、各タグリーダ１２ａ～１２ｃで受信
された後、管理サーバ１０に入力される。
【００４８】
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　履歴取得部３３は、洗浄装置１３ａからの最初の水位検知信号の入力により、洗浄装置
１３ａにおいて洗浄処理が開始されたと判断して、洗浄処理の開始時刻を取得して履歴管
理部３４に出力する。また、履歴取得部３３は、タイマ３６を作動させて、洗浄装置１３
ａから管理サーバ１０への水位検知信号の入力停止時間の測定を開始させる。
【００４９】
　洗浄装置１３ａでは、洗浄処理の各工程が順に実行されて、洗浄処理液１８ａの給排液
が繰り返し行われる。これにより、水位検知センサ２２からの水位検知信号の出力がＯＮ
・ＯＦＦされるため、洗浄装置１３ａから管理サーバ１０への水位検知信号の入力・入力
停止が繰り返される。そして、洗浄処理が終了すると、洗浄装置１３ａから管理サーバ１
０への水位検知信号の入力が停止される。履歴取得部３３は、タイマ３６の測定結果に基
づき、水位検知信号の入力が一定時間停止されたときは、洗浄装置１３ａによる洗浄処理
が終了したと判断して終了時刻を取得し、履歴管理部３４に出力する。
【００５０】
　履歴管理部３４は、履歴取得部３３から入力された洗浄装置１３ａの装置ＩＤに対応す
る洗浄履歴レコード３７ａを洗浄履歴テーブル３７に作成し、この洗浄履歴レコード３７
ａの各フィールドに履歴取得部３３から入力された日付、開始及び終了時刻、内視鏡ＩＤ
を記録する。以下、同様にして各洗浄装置１３ａ～１３ｃで洗浄処理が行われる度に、各
洗浄装置１３ａ～１３ｃの洗浄履歴情報が洗浄履歴テーブル３７に記憶される。
【００５１】
　以上のように本発明の洗浄システム９では、異なる位置に３つのタグリーダ１２ａ～１
２ｃを配置し、内視鏡１１が投入された洗浄装置を特定するとともに、特定した洗浄装置
の洗浄履歴を取得するため、従来のように各洗浄装置にタグリーダを設ける必要が無くな
る。その結果、低コストで複数の洗浄装置の洗浄履歴を一括して管理することができる。
なお、設置するリーダライタの数は３点測量には３つで十分であるが、位置検出の精度を
あげるため４つ以上であってもよい。
【００５２】
　また、本発明では洗浄装置に装置タグ２０を設けるだけで、洗浄処理の開始時刻や終了
時刻といった詳細な洗浄履歴情報を取得することができる。このため、洗浄履歴情報の出
力機能を有していない洗浄装置であったとしても、大幅な改造を加えることなく詳細な履
歴情報を取得することができる。例えば、洗浄装置に標準装備されている水位検知センサ
を利用する場合には、装置タグを追加して、水位検知センサから水位検知信号が装置タグ
に出力されるように改造する。また、標準装備の水位検知センサを利用しない場合には、
装置タグと、装置タグへの水位検知信号の出力機能を有する水位検知センサを洗浄槽に取
り付ける。いずれの場合でも、ＬＡＮを用いる通信Ｉ／Ｆや履歴出力プログラムを洗浄装
置に設ける場合と比較して、小改造で済ませることができる。
【００５３】
　なお、上記実施形態では、水位検知センサ２２はＣＰＵ２１に接続されているため、水
位検知センサ２２から出力される水位検知信号は、ＣＰＵ２１を介して装置タグ２０に入
力されるが、本発明はこれに限定されるものでない。例えば、水位検知センサ２２を装置
タグ２０に接続可能であれば、両者を直接接続するようにしてよい。これは、標準装備の
水位検知センサを利用する場合も同様である。
【００５４】
　次に、図５を用いて本発明の第２実施形態の洗浄システム３９について説明を行う。こ
の洗浄システム３９は、洗浄装置４０ａ～４０ｃ及び管理サーバ４１により構成されてい
る。なお、上記第１実施形態の洗浄システム９と機能・構成上同一のものについては、同
一符号を付してその説明は省略する。
【００５５】
　洗浄装置４０ａ～４０ｃは、基本的には上記第１実施形態の洗浄装置１３ａ～１３ｃと
同じ構成であるが、洗浄装置４０ａ～４０ｃは、操作パネル１９を操作することによって
、複数の異なる洗浄プログラムの中から洗浄プログラムを選択することができる。このた
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め、各洗浄装置４０ａ～４０ｃには、複数の洗浄プログラムＡ，Ｂ，・・・を格納したス
トレージ４３が設けられている。
【００５６】
　図６に示すように、例として洗浄プログラムＡ，Ｂは、洗浄処理の各工程（洗浄、消毒
、すすぎ）の実行順序、実行時間の少なくとも１つが異なっている。洗浄プログラムＡ及
びＢは、工程数、洗浄及び消毒の時間が異なっている。
【００５７】
　図５に戻って、管理サーバ４１は、基本的には上記第１実施形態の管理サーバ１０と同
じ構成である。ただし、管理サーバ４１のＣＰＵ４４は、各洗浄装置４０ａ～４０ｃにお
いて実行された洗浄プログラムを特定し、この特定結果を洗浄履歴の一つとして管理する
。このため、ＣＰＵ４４の履歴取得部４５は、洗浄プログラム判定部４６（洗浄プログラ
ム判定手段）として機能する。
【００５８】
　洗浄プログラム判定部４６は、洗浄装置特定部３２により特定された洗浄装置で実行さ
れた洗浄プログラムを判定する。この判定は、洗浄装置から管理サーバ４１へ入力される
水位検知信号に基づいて行われる。以下、この特定方法について説明を行う。
【００５９】
　図６（Ａ）に示すように、洗浄プログラムＡに基づく洗浄処理では、すすぎ工程、洗浄
工程、消毒工程、すすぎ工程が順番に実行される。洗浄処理が開始されると、最初のすす
ぎ工程で使用される洗浄処理液１８ａが洗浄槽１８に給液される。この洗浄槽１８内の水
位が水位Ｌに達するまでは、水位検知センサ２２による水位検知信号の出力はＯＦＦされ
、洗浄槽１８内の水位が上述の水位Ｌに達すると、水位検知センサ２２による水位検知信
号の出力がＯＮされる。
【００６０】
　すすぎ工程実行中、洗浄槽１８内の水位は水位Ｌ以上で維持されているため、水位検知
信号の出力はＯＮのままである。このすすぎ工程が終了すると、洗浄槽１８から洗浄処理
液１８ａが排液される。このとき、洗浄槽１８内の水位が水位Ｌを下回ると水位検知信号
の出力がＯＦＦされる。
【００６１】
　以下同様に、洗浄工程、消毒工程、すすぎ工程が順に実行されると、洗浄槽１８内の水
位が水位Ｌに達しているか否かに基づいて、水位検知センサ２２による水位検知信号の出
力がＯＮ・ＯＦＦされる。
【００６２】
　図６（Ｂ）に示すように、洗浄プログラムＢに基づく洗浄処理では、洗浄工程、消毒工
程、すすぎ工程が順番に実行される。この洗浄プログラムＢでは、洗浄プログラムＡとは
異なり、最初のすすぎ工程が省略されているものの、洗浄工程及び消毒工程の実行時間は
洗浄プログラムＡよりも長く設定されている。そして、洗浄工程、消毒工程、すすぎ工程
が順番に実行されると、洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達しているか否かに応じて、水位
検知信号の出力がＯＮ・ＯＦＦされる。
【００６３】
　洗浄プログラムＡ，Ｂを比較すると、洗浄プログラムＢは、洗浄プログラムＡよりも工
程数が少ないため、水位検知信号のＯＮ・ＯＦＦの切替回数が少ない。また、洗浄プログ
ラムＢの洗浄工程及び消毒工程の実行時間は、洗浄プログラムＡの両工程よりも長く設定
されているため、両工程の実行時間に対応する水位検知信号のＯＮ時間も長くなる。つま
り、洗浄プログラムＡ，Ｂの各工程の実行条件（実行順序、実行時間）に応じて、水位検
知信号のＯＮ・ＯＦＦの切替のタイミング、切替回数、ＯＮ時間及びＯＦＦ時間が変わる
。そこで、各洗浄プログラムＡ，Ｂの各工程の実行条件を予め求めておくことで、これを
参照して洗浄プログラムを特定することができる。
【００６４】
　ストレージ２９（プログラム内容記憶手段）には、洗浄プログラム判定用データ４７が
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格納されている。図７に示すように、洗浄プログラム判定用データ４７には、洗浄プログ
ラムＡ，Ｂの各工程の実行条件が登録されている。例えば、本実施形態では、洗浄プログ
ラムＡ，Ｂごとに各工程の実行時間、及び各工程の前後で行われる給排液工程の実行時間
が実行順に並べられている。この洗浄プログラム判定用データ４７を参照することで、洗
浄プログラムを判定することができる。なお、この判定を行う場合には、各装置タグ２０
からの水位検知信号の発信間隔、つまり、ＩＤリクエストの間隔は、工程の切替りを検出
できるように、極めて短い間隔に設定されていることが好ましい。
【００６５】
　図５に戻って、履歴取得部４５は、例えば洗浄装置４０ａで洗浄処理が開始されたと判
断したら、洗浄プログラム判定部４６を作動させる。洗浄プログラム判定部４６は、洗浄
装置４０ａから管理サーバ４１に入力される水位検知信号のＯＮ・ＯＦＦ時間を順番に測
定して記録する。これらＯＮ・ＯＦＦ時間の測定は、洗浄プログラム判定部４６の図示し
ない内蔵タイマを用いて行われる。
【００６６】
　洗浄プログラム判定部４６は、洗浄処理の終了時刻が取得されるまで、水位検知信号の
ＯＮ・ＯＦＦ時間の測定・記録を継続する。そして、終了時刻が取得されたら、洗浄プロ
グラム判定部４６は、先に記憶した水位検知信号のＯＮ・ＯＦＦ時間及びその測定順番に
基づき、洗浄プログラム判定用データ４７を参照して、洗浄プログラムを判定する。これ
により、洗浄プログラムの情報（プログラム名）が、洗浄履歴情報として履歴取得部４５
により取得され、履歴管理部４８に出力される。
【００６７】
　履歴管理部４８は、履歴取得部４５から入力された洗浄プログラムの情報を、ストレー
ジ２９の洗浄履歴テーブル４９に記憶させる。図８に示すように、洗浄履歴テーブル４９
の洗浄履歴レコード４９ａには、洗浄プログラムのプログラム名を記録するフィールドも
設けられている。これにより、洗浄履歴テーブル４９には、洗浄処理の日付及び開始・終
了時刻、内視鏡ＩＤ、プログラム名が、装置ＩＤに対応付けて記録される。
【００６８】
　次に、図９を用いて本発明の第２実施形態の洗浄システム３９の作用について説明を行
う。オペレータは、内視鏡１１を例えば洗浄装置４０ａに投入する。この際に管理サーバ
４１の洗浄装置特定部３２は、上記第１実施形態で説明したように、内視鏡１１が投入さ
れた洗浄装置は洗浄装置４０ａであると特定する。また、第１実施形態で説明したように
、履歴取得部４５により洗浄処理の日付、特定された取得元のＩＤが履歴管理部４８に出
力される。
【００６９】
　オペレータは、内視鏡１１を洗浄装置４０ａに投入したら、操作パネル１９で最適な洗
浄プログラムを選択した後、スタート操作を行う。これにより、選択された洗浄プログラ
ムに基づいて洗浄装置４０ａで洗浄処理が開始される。そして、洗浄槽１８内の水位が水
位Ｌに達すると、洗浄装置４０ａの装置タグ２０から発信された水位検知信号が管理サー
バ１０に入力される。履歴取得部４５は、洗浄処理が開始されたと判断して、洗浄処理の
開始時刻を取得して履歴管理部４８に出力するとともに、洗浄プログラム判定部４６を作
動させる。
【００７０】
　洗浄装置４０ａでは、選択された洗浄プログラムに従って洗浄処理の各工程が順番に実
行される。この際に、洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達しているか否かに応じて水位検知
信号の出力がＯＮ・ＯＦＦされる。
【００７１】
　洗浄プログラム判定部４６は、洗浄処理の終了時刻が決定されるまでの間、水位検知信
号のＯＮ・ＯＦＦ時間を順番に測定して記憶する。そして、洗浄処理が終了すると、洗浄
装置４０ａから管理サーバ４１への水位検知信号の入力が停止される。履歴取得部４５は
、タイマ３６の測定結果に基づき、管理サーバ４１への水位検知信号の入力が一定時間停
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止されたときに終了時刻を取得して履歴管理部４８に出力する。また、洗浄プログラム判
定部４６は、洗浄プログラム判定用データ４７を参照して、洗浄プログラムを判定する。
これにより、洗浄プログラムの情報が履歴取得部４５から履歴管理部４８に出力される。
【００７２】
　履歴管理部４８は、履歴取得部４５から入力された洗浄履歴情報を、ストレージ２９内
の洗浄履歴テーブル４９に記憶させる。以下、同様にして各洗浄装置４０ａ～４０ｃで洗
浄処理が行われる度に、各洗浄装置４０ａ～４０ｃの洗浄履歴情報が装置ＩＤに対応付け
られて洗浄履歴テーブル４９に記録される。
【００７３】
　以上のように、本発明の第２実施形態の洗浄システム３９では、複数の洗浄プログラム
の中から選択された洗浄プログラムの情報を洗浄履歴の一つとして取得することができる
。従って、本発明の第２実施形態は、上記第１実施形態で説明した効果が得られる他に、
洗浄プログラムの情報を含んだ、より詳細な洗浄履歴情報を取得することができる。
【００７４】
　次に、図１０を用いて本発明の第３実施形態の洗浄システム５１について説明を行う。
この洗浄システム５１は、洗浄装置５２ａ～５２ｃ及び管理サーバ５３により構成されて
いる。
【００７５】
　洗浄装置５２ａ～５２ｃは、基本的には上記第２実施形態の洗浄装置４０ａ～４０ｃと
同じ構成であるが、各洗浄装置５２ａ～５２ｃには、装置タグ２０及び水位検知センサ２
２が設けられていない。このため、管理サーバ５３は、内視鏡１１の内視鏡タグ１６から
発信される電波に基づいて、内視鏡１１が投入された洗浄装置を特定するとともに、特定
した洗浄装置の洗浄履歴を取得する。
【００７６】
　図１１に示すように、管理サーバ５３は、上記第２実施形態の管理サーバ４１と基本的
には同じ構成であるが、そのＣＰＵ５５は、位置検出部５６、洗浄装置特定部５７、及び
履歴取得部５８として機能するとともに、ストレージ２９（リプロセス装置位置記憶手段
）には、各洗浄装置５２ａ～５２ｃの位置を記憶した洗浄装置位置データ５９が格納され
ている。
【００７７】
　位置検出部５６は、上記第１実施形態で説明した方法で内視鏡１１の位置のみを検出し
、この位置検出結果を洗浄装置特定部５７に出力する。洗浄装置特定部５７は、内視鏡１
１の位置検出結果に基づき、洗浄装置位置データ５９を参照して、内視鏡１１の洗浄装置
への投入を検知するとともに、内視鏡１１が投入された洗浄装置を特定する。洗浄装置位
置データ５９には、例えば、各洗浄装置５２ａ～５２ｃの位置を表す装置座標がそれぞれ
対応する装置ＩＤに関連付けられている。従って、洗浄装置特定部５７は、内視鏡１１の
位置が各洗浄装置５２ａ～５２ｃの位置座標のいずれかとほぼ一致するか否かに基づいて
、内視鏡１１の投入検知と、洗浄装置の特定とを行う。この特定結果は、履歴取得部５８
に出力される。
【００７８】
　履歴取得部５８は、第２実施形態の履歴取得部４５と同様に、洗浄プログラムの情報を
含んだ洗浄履歴情報の取得を行う。ただし、履歴取得部５８は、内視鏡タグ１６から発信
される電波の受信状態に基づいて、洗浄履歴の取得を行う。以下、履歴取得部５８による
洗浄履歴情報の取得方法について具体的に説明を行う。
【００７９】
　図１２（Ａ）に示すように、例えば洗浄装置５２ａに内視鏡１１が投入された時に、内
視鏡タグ１６から発信される電波は、各タグリーダ１２ａ～１２ｃでそれぞれ受信される
。次いで、洗浄装置５２ａで洗浄処理が開始されて、少なくとも洗浄槽１８内の水位が水
位Ｌに達した時には、内視鏡１１は洗浄処理液１８ａ中に完全に浸漬する。
【００８０】
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　図１２（Ｂ）に示すように、内視鏡１１及び内視鏡タグ１６が洗浄処理液１８ａ中に完
全に浸漬すると、液中ではＩＤリクエストが内視鏡タグ１６に伝わらないため、内視鏡タ
グ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が遮断される。従って、内視鏡タグ１６と
の通信が遮断されるか否かで、内視鏡１１が洗浄処理液１８ａ中に浸漬している否かを検
出することができる。
【００８１】
　この際に、上述の水位Ｌと、内視鏡１１が洗浄処理液１８ａ中に完全に浸漬する水位と
はほぼ同じであるため、第３実施形態では、タグリーダ１２ａ～１２ｃと内視鏡タグ１６
との通信が遮断されるか否かに基づいて、洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達したか否かを
判断する。つまり、内視鏡タグ１６を水位検知センサ２２の代わりとして用いる。
【００８２】
　図１１に戻って、履歴取得部５８は、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃと
の通信が遮断されたら、洗浄処理が開始されたと判断して開始時刻を取得する。洗浄処理
が終了すると、次の洗浄処理が開始されるまで洗浄処理液１８ａの給液は行われないため
、両者の通信は継続する。従って、履歴取得部５８は、洗浄処理の開始時刻を取得したら
、タイマ３６により両者の通信時間を測定し、この測定時間が予め定められた一定時間を
超えた時に、洗浄処理が終了したと判断して終了時刻を取得する。
【００８３】
　また、履歴取得部５８は、洗浄処理の開始時刻を取得したら、洗浄プログラム判定部６
０を作動させる。洗浄プログラム判定部６０は、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～
１２ｃとの通信状態に基づいて洗浄プログラムを判定する。以下、洗浄プログラムの判定
方法について説明する。
【００８４】
　洗浄処理の各工程実行中には洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達しているため、内視鏡１
１は洗浄処理液１８ａ中に完全に浸漬して、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～１２
ｃとの通信が遮断される。また、給排液工程において内視鏡タグ１６が洗浄処理液１８ａ
中に浸漬していないときは、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が可
能となる。従って、上述の図６において水位検知信号が「ＯＮ」の時は、内視鏡タグ１６
と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が遮断され、水位検知信号が「ＯＦＦ」の時は、
内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が可能となる。
【００８５】
　このように第３実施形態でも、上記第２実施形態と同様に、洗浄プログラムＡ，Ｂに応
じて、通信可能状態及び通信遮断状態の切替のタイミング、切替回数、通信時間及び通信
遮断時間が変わる。従って、これらを測定して記憶することで、洗浄プログラム判定用デ
ータ４７（図７参照）を参照して、洗浄プログラムを判定することができる。
【００８６】
　上記第２実施形態で説明したように、全ての洗浄履歴情報（日付、開始及び終了時刻、
内視鏡ＩＤ、装置ＩＤ）は、履歴取得部５８から履歴管理部４８に順次出力されて、履歴
管理部４８により洗浄履歴テーブル４９に記憶される。
【００８７】
　次に、図１３を用いて本発明の第３実施形態の洗浄システム５１の作用について説明を
行う。オペレータが内視鏡１１を例えば洗浄装置５２ａに投入すると、管理サーバ５３の
位置検出部５６は、上述したように内視鏡１１の位置を検出する。そして、洗浄装置特定
部５７は、内視鏡１１の位置検出結果に基づき、洗浄装置位置データ５９を参照して、内
視鏡１１の洗浄装置への投入を検知するとともに、内視鏡１１が投入された洗浄装置が洗
浄装置５２ａであると特定する。
【００８８】
　上記第２実施形態で説明したように、選択された洗浄プログラムに基づいて洗浄装置５
２ａで洗浄処理が開始されると、洗浄処理液１８ａが洗浄槽１８内に給液される。そして
、内視鏡１１が洗浄処理液１８ａ中に完全に浸漬すると、内視鏡タグ１６からの電波の発
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信がＯＦＦされて、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が遮断される
。これにより、管理サーバ５３の履歴取得部５８は、洗浄処理の開始時刻を取得して履歴
管理部４８に出力するとともに、洗浄プログラム判定部６０及びタイマ３６を作動させる
。
【００８９】
　洗浄装置５２ａでは、選択された洗浄プログラムに従って洗浄処理の各工程が順番に実
行される。この際に、内視鏡タグ１６が洗浄処理液１８ａ中に浸漬しているか否かに応じ
て、内視鏡タグ１６からの電波の発信がＯＦＦ・ＯＮされるため、内視鏡タグ１６と各タ
グリーダ１２ａ～１２ｃとの通信状態が、通信遮断状態及び通信可能状態に交互に切り替
わる。洗浄プログラム判定部６０は、履歴取得部５８により洗浄処理の終了時刻が取得さ
れるまで、両者の通信時間及び通信遮断時間を順番に測定して記憶する。
【００９０】
　洗浄装置５２ａにおいて洗浄処理が終了すると、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ
～１２ｃとの通信可能状態が継続する。従って、履歴取得部５８は、タイマ３６の測定時
間が一定時間を超えたときに洗浄処理の終了時刻を取得して、履歴管理部４８に出力する
。
【００９１】
　洗浄処理の終了時刻が取得されたら、洗浄プログラム判定部６０は、洗浄プログラム判
定用データ４７を参照して、洗浄装置５２ａにおいて実行された洗浄プログラムを判定す
る。以下、第２実施形態で説明したように、履歴管理部４８により、洗浄履歴情報が洗浄
履歴テーブル４９に記憶される。各洗浄装置５２ａ～５２ｃで洗浄処理が行われる度に、
同様にして洗浄履歴情報が洗浄履歴テーブル４９に記憶される。
【００９２】
　以上のように、本発明の第３実施形態の洗浄システム５１では、各洗浄装置５２ａ～５
２ｃに装置タグ２０及び水位検知センサ２２を設けることなく、洗浄プログラムの情報を
含んだ各洗浄装置５２ａ～５２ｃの洗浄履歴を取得・管理することができる。その結果、
第１及び第２実施形態の洗浄システム９，３９よりも、システムをより簡易且つ安価に構
成することができる。特に洗浄履歴情報の出力機能を有していない洗浄装置であっても、
洗浄装置に何らの改造を加えることなく、詳細な履歴情報を取得することができる。
【００９３】
　なお、上記各実施形態では、水位検知信号が一定時間検知されない時、或いは内視鏡タ
グ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が一定時間継続した時に、洗浄処理の終了
時刻を決定しているが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば洗浄処理に要す
る時間は、洗浄処理を行う際に選択した洗浄プログラムごとに予め定まっている。従って
、上記第１実施形態のように洗浄プログラムが１種類しかない場合には、洗浄処理が開始
されてから既知の洗浄処理時間が経過した時に、終了時刻を決定してもよい。
【００９４】
　また、上記第２及び３実施形態のように洗浄プログラムが複数種類ある場合には、洗浄
プログラムの特定を先に行う。洗浄処理の最終工程だけが異なる場合を除いて、洗浄プロ
グラムの特定は、洗浄プログラム判定用データ４７を参照することで、洗浄処理が終了す
る前でも可能である。洗浄処理の終了前に洗浄プログラムを特定できたならば、洗浄処理
開始時からの計測時間が特定した洗浄プログラムの洗浄処理時間を超えたときを、洗浄処
理の終了時刻にしてもよい。
【００９５】
　なお、上記第２及び第３実施形態では、洗浄プログラム判定用データ４７として、洗浄
プログラムＡ，Ｂの各工程の実行時間、及び給排液工程の実行時間を実行順に並べて記憶
したものを例に挙げて説明を行ったが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば
各洗浄プログラムＡ，Ｂに基づく洗浄処理を実行した際の水位検知信号のＯＮ・ＯＦＦ時
間や、内視鏡タグ１６と各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信時間及び通信遮断時間を実
測した結果を、洗浄プログラム判定用データとして用いてもよい。
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【００９６】
　また、上記第１及び第２実施形態では、水位検知センサ２２から出力される水位検知信
号に基づき、洗浄履歴情報の取得を行っているが、本発明はこれに限定されるものではな
い。例えば図１４に示すように、洗浄槽１８内の水位が水位Ｌに達しているときに、洗浄
処理液１８ａ中に浸漬して各タグリーダ１２ａ～１２ｃとの通信が遮断される位置に装置
タグ２０を設けてもよい。この場合は、装置タグ２０が、上記第３実施形態の内視鏡タグ
１６または水位検知センサ２２の役割を果たす。
【００９７】
　また、上記第１～第３実施形態では、各洗浄装置が一つの設置場所にまとめて設置され
ている場合を例に挙げて説明を行ったが、本発明はこれに限定されるものではなく、各洗
浄装置が医療施設内の複数の設置場所に分散して設置されていてもよい。
【００９８】
　例えば図１５に示すように、医療施設６２には、第１洗浄室６２ａと第２洗浄室６２ｂ
とが設けられている。この医療施設６２に設けられた洗浄システム６３は、各洗浄室６２
ａ，６２ｂに複数設置された洗浄装置６４と、各洗浄装置６４にそれぞれ少なくとも３つ
以上設置されたタグリーダ６５と、各タグリーダ６５がＬＡＮ接続される管理サーバ６６
とから構成される。管理サーバ６６は、上記各実施形態で説明したように、各タグリーダ
６５での受信結果に基づき、内視鏡１１が投入された洗浄装置６４を特定するとともに、
特定した洗浄装置６４の洗浄履歴を取得して管理する。
【００９９】
　なお、上記各実施形態では、各タグ１６，２０から発信される電波の強度に基づいて、
各タグリーダ１２ａ～１２ｃと、内視鏡１１及び各洗浄装置１３ａ～１３ｃとの距離を演
算して、内視鏡１１等の位置を検出するようにしているが、本発明はこれに限定されるも
のではない。例えば、各タグ１６，２０からから発信される電波が各タグリーダ１２ａ～
１２ｃに到達する到達時間に基づいて、各間の距離を演算して内視鏡等の位置を検出する
ようにしてもよい。電波の到達時間は、例えば、ＩＤリクエストが発信されてから、各タ
グ１６，２０からから発信される電波が各タグリーダ１２ａ～１２ｃで受信されるまでの
時間を計測することで求められる。
【０１００】
　また、上記第１～第２実施形態では、洗浄槽１８内の洗浄処理液１８ａの給排液を検知
する給排液検知手段として、洗浄槽１８内の水位を検知する水位検知センサを用いた場合
を例に挙げて説明を行ったが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、給排液
用のバルブ（弁）の開閉を検知することで、洗浄処理液１８ａの給排液を検知するように
してもよい。
【０１０１】
　なお、上記各実施形態では、内視鏡に洗浄、消毒、すすぎを施す洗浄装置を例に挙げて
説明を行ったが、本発明は、リプロセス処理として洗浄、消毒、滅菌の少なくともいずれ
か一つを行うリプロセス装置にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本発明の第１実施形態の洗浄システムの構成を概略的に示す説明図である。
【図２】第１実施形態の洗浄システムの電気的構成を示すブロック図である。
【図３】洗浄履歴テーブルの一例を説明するための説明図である。
【図４】第１実施形態の洗浄システムにおける洗浄履歴の記憶処理を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図５】第２実施形態の洗浄システムの電気的構成を示すブロック図である。
【図６】各洗浄プログラムの洗浄処理の各工程の実行順序及び実行時間と、水位検知セン
サからの水位検知信号の出力との関係を説明するための説明図である。
【図７】洗浄プログラム判定用データの一例を説明するための説明図である。
【図８】第２実施形態の洗浄システムにより取得・管理される洗浄履歴テーブルの一例を
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説明するための説明図である。
【図９】第２実施形態の洗浄システムにおける洗浄履歴の記憶処理を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図１０】第３実施形態の洗浄システムの構成を概略的に示す説明図である。
【図１１】第３実施形態の洗浄システムの電気的構成を示すブロック図である。
【図１２】（Ａ）は洗浄槽内に洗浄処理液がなく内視鏡タグと各タグリーダとの通信が可
能な状態、（Ｂ）は内視鏡タグが洗浄処理液中に浸漬されて内視鏡タグと各タグリーダと
の通信が遮断された状態を説明するための説明図である。
【図１３】第２実施形態の洗浄システムにおける洗浄履歴の記憶処理を説明するためのフ
ローチャートである。
【図１４】水位検知センサの代わりに装置タグを洗浄槽内に設けた他の実施形態の洗浄装
置を概略的に示す説明図である。
【図１５】医療施設内の複数拠点に洗浄装置が分散して配置されている場合の洗浄システ
ムの構成を概略的に示す説明図である。
【符号の説明】
【０１０３】
　９，３９，５１　洗浄システム
　１０，４１，５３　管理サーバ
　１１　内視鏡
　１２ａ～１２ｃ　タグリーダ
　１３ａ～１３ｃ，４０ａ～４０ｃ，５２ａ～５２ｃ　洗浄装置
　１６　内視鏡タグ
　２０　装置タグ
　２２　水位検知センサ
　３１，５６　位置検出部
　３２，５７　洗浄装置特定部
　３３，５８　履歴取得部
　３４，４８　履歴管理部
　３７，４９　洗浄履歴テーブル
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摘要(译)

要解决的问题：以低成本集中管理多个清洁设备的清洁历史。 内窥镜标
签设置在内窥镜中。每个清洁装置13a-13c设置有装置标签20。水检测传
感器22设置在清洁槽18中。三个标签读取器12a至12c布置在不同的位
置。管理服务器10基于利用标签读取器12a至12c接收从各个标签16发送
的无线电波的结果，检测内窥镜11和各个清洁装置13a至13c的位置，洗
涤装置插入其中。管理服务器10基于经由设备标签20从水位检测传感器
22发送的水位检测信号来获取并管理先前识别的清洁设备的清洁历史。
不需要在每个清洁装置中提供标签读取器，从而可以以低成本共同管理
多个清洁装置的清洁历史。 点域1
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